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などを契約の締結などを可決
新　監査委員に樋田貞夫氏を選任監査委員に樋田貞夫氏を選任

　

平
成　

年
第
2
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
6
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開

28

か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
6
月
6
日
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
た
後
、
同
意

案
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
8
日
は
、
一
般
質
問
を
行
い
、
4
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
6
月
9
日
に
は
、
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
こ
の
日
提
出
さ
れ
た
追
加

議
案
を
含
む
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
閉
会
中
の
継
続
調

査
を
議
決
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年
第
2
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

28
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定 例 会 の
概 要

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

主
な
改
正
点

①
地
方
税
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

町
条
例
で
も
分
割
納
付
や
納
入

方
法
、
猶
予
の
申
請
手
続
き
な

ど
、
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
規

定
す
る
も
の
。

②
法
人
町
民
税
の
法
人
税
割
を

平
成　

年
度
か
ら
引
き
下
げ
、

29

制
限
税
率
を　

％
か
ら　

％
に

12.1

8.4

改
正
す
る
も
の
。

③
平
成　

年
度
か
ら
自
動
車
取

29

得
税
が
廃
止
さ
れ
、
軽
自
動
車

税
に
種
別
割
に
加
え
て
、
燃
費

性
能
に
応
じ
て
課
税
す
る
環
境

承承　

認認

性
能
割
を
創
設
。

④
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
1
年
延
長
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
の
対
象
を
拡
大

す
る
た
め
、
国
保
税
の
5
割
・

2
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
芳
賀
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

町
都
市
計
画
税
条
例
に
引
用
し

て
い
る
項
番
号
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
芳
賀
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政

不
服
審
査
法
施
行
令
の
施
行
に

伴
う
改
正
。
審
査
申
出
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
「
居
所
」
の

記
載
も
可
と
し
、
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
弁
明
書
の
提
出
も
認
め

る
よ
う
に
し
た
こ
と
や
、
審
査

申
出
時
に
必
要
な
印
刷
手
数
料

の
額
や
減
免
に
つ
い
て
規
定
し

た
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
芳
賀
町
行
政
財
産
使
用
料
条

例
の
一
部
改
正

　

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
芳
賀
町
行

政
財
産
使
用
料
条
例
で
引
用
す

る
条
番
号
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
芳
賀
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

者
に
義
務
教
育
学
校
の
教
諭
と

な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
追
加

す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
承
認
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

27

計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

　

総
額
に
2
5
8
2
万
4
千
円

を
追
加
し
、
総
額
予
算
を　

億
82

1
5
0
万
8
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條　

勲 
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
承
認
）

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て
（
平
成　

年
27

度
芳
賀
町
一
般
会
計
）

　

平
成　

年
度
に
繰
り
越
さ
れ

28

た
L
R
T
整
備
に
係
る
詳
細
設

計
業
務
及
び
走
行
速
度
向
上
等

特
認
図
書
作
成
負
担
金
、芳
賀
工

業
団
地
拡
張
事
業
基
本
計
画
等

作
成
業
務
な
ど　

事
業
に
つ
い

12

て
繰
越
計
算
書
に
よ
る
報
告
が

さ
れ
た
も
の
。

（
質
疑
な
し
）

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

報報　

告告



3　No.160 議会だよりはが

などを平成28年度一般会計補正予算、工事請負　
新　監査委員に樋田貞夫氏を選任新　
出
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の

3
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
両

法
人
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
同

法
施
行
令
第
1
7
3
条
第
1
項

に
規
定
す
る
両
法
人
の
経
営
状

況
を
説
明
す
る
た
め
、
平
成　
28

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
を

報
告
す
る
も
の
。

質
疑　

水
沼
孝
夫 
議
員

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
芳
賀
町
庁
舎
空
調
設

備
改
修
工
事
）

○
契
約
金
額

　

1
億
4
4
1
1
万
5
2
0
0
円

○
契
約
の
相
手
方

　

宇
都
宮
市
今
泉
町　

番
地

21

　

和
田
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

和
田　

均

質
疑　

小
林　

一
男 
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
や
経
営
、
事
業
の
管
理
な
ど

を
監
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
槌
谷
氏
に
は
平
成　
21

年
か
ら
7
年
に
わ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

補
正
予

補
正
予
算算

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

28

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

総
額
に
4
8
7
4
万
9
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
5

77

5
7
4
万
9
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條　

勲 
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

■平成28年度芳賀町一般会計補正予算（第1号）の主な歳入歳出
歳入

補正額項　目
360万円わがまち未来創造事業費補助金

県 支 出 金 771万6千円経営体育成支援事業費補助金
118万1千円畜産競争力強化対策整備事業費補助金
250万円コミュニティ助成事業助成金諸 収 入

契契　

約約

□
芳
賀
町
監
査
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

　

6
月
6
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
槌
谷
力
氏
の
後
任
と
し
て

樋
田
貞
夫
氏
（
東
水
沼
）
を
最

適
任
者
と
し
て
監
査
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
議
員
全
員
が
同

意
し
ま
し
た
。

　

樋
田
氏
は
芳
賀
町
代
表
監
査

委
員
と
し
て
、
小
林
俊
夫
監
査

委
員
（
議
会
選
出
）
と
と
も
に

選
任
同

選
任
同
意意

▲樋田貞夫監査委員

議会閉会中の所管事務調査
　常任委員会は、所管する町の事務について自主的に調査を行う権
限を有しており、これを「所管事務調査」といいます。
　総務・教育民生・産業建設常任委員会は、議会最終日の6月9日に
閉会中の所管事務調査について議長に申し出し、議決により許可さ
れました。各常任委員会は次のテーマについて調査を行い、12月定
例会で調査結果を報告する予定です。

　◎総務常任委員会
　「法定外普通税について」
　地方法人税改正により町税の減収が生じることから各種事業へ
の新たな財源確保として法定外普通税の導入について調査検討す
る。

　◎教育民生常任委員会
　「児童・生徒の学力向上について」
　芳賀町の児童・生徒の学力テストは全国平均点を上回っている
が、さらに学力を向上させるための取り組みを調査研究する。

　◎産業建設常任委員会
　「市街化調整区域の土地利用について」
　町の発展の基礎となる人口増を図るため既存市街化区域の整備
とともに調整区域での開発及び住環境整備の手法について調査研
究する。

委 員 会 活 動

※国の補正予算に関わる平成27年度芳賀町一般会計補正予算（第9号）での対応としたた
め減額となりました。

歳出
補正額項　目
700万円わがまち未来創造事業補助金総 務 費

771万6千円経営体育成支援事業費補助金

農林水産業費
118万1千円畜産競争力強化対策整備事業費補助金
3,092万1千円北部第2地区再ほ場整備における地形図作成業務委託費
95万4千円農業者トレーニングセンター調理室配管改修工事
△80万円ツールドとちぎ補助金※商 工 費

△522万3千円LRTのPR動画作成業務委託※土 木 費
250万円八ツ木自治会に対するコミュニティ助成事業助成金教 育 費
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
4人の議員が一般質問4人の議員が一般質問

　第３日目に一般質問が行われ、4人の議員が町政について質問しました。

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

一般質問とは
〈次回の定例会は9月2日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －
会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

石川　保 議員（5ページ）

北條　勲 議員（6ページ）

岩村　治雄 議員（8ページ）

小林　一男 議員（7ページ）

１　芳賀台の住環境も含む開発について
２　公共下水道事業の今後の進展、計画について

１　小・中学校入学時の保護者負担軽減について
２　AEDの屋外移設について

１　空き家対策について

１　財政について
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芳
賀
台
の
開
発
に
よ
る
新

た
な
商
業
集
積
地
を
考
え
、

隣
接
す
る
「
ゆ
い
の
杜
地
区
」

に
対
抗
す
る
位
置
づ
け
と
し
、

住
み
た
い
住
環
境
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　

芳
賀
台
に
隣
接
す

る
下
原
地
区
は
、
L
R
T

の
導
入
に
伴
い
、
交
通
結
節
点

で
あ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
都
市
的
土

地
利
用
の
需
要
が
生
じ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
既

存
住
宅
地
の
改
善
を
図
り
な
が

石川　保　議員

芳
賀
工
業
団
地
に
は
約
2

万
2
千
人
が
働
い
て
い
る

が
、
従
業
員
は
な
ぜ
芳
賀
町
に

住
ま
な
い
と
思
う
か
伺
う
。

町
長　

町
の
唯
一
の
住
居

系
市
街
化
区
域
で
あ
る
祖

母
井
地
区
は
、
住
居
拠
点
と
し

て
は
市
街
地
規
模
が
小
さ
く
、

住
宅
供
給
能
力
が
低
い
こ
と
、

医
療
機
関
や
公
共
交
通
機
関
な

ど
の
一
部
都
市
機
能
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
法
第　

条
第　

34

11

号
等
に
よ
る　

戸
連
た
ん

50

を
活
用
し
た
芳
賀
台
の
住
環
境

の
整
備
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

芳
賀
台
の
住
環
境
も
含
む
開
発
に
つ
い
て

町
長　

都
市
計
画
法
第　
34

条
第　

号
は
、
お
お
む
ね

11

　

戸
以
上
の
建
築
物
が
連
た
ん

50を
し
て
い
る
地
域
の
う
ち
、
県

が
条
例
で
指
定
し
た
地
域
に
お

い
て
は
、
一
定
の
条
件
の
建
築

物
が
立
地
可
能
と
な
る
制
度
で

す
。
し
か
し
、
厳
し
い
基
準
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
思
う
よ
う

に
区
域
取
り
が
で
き
な
い
場
合

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
町
で
は
、
集
落
の
特
性
に

応
じ
た
町
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
に
、
同
法
第　

条
12

の
4
第
1
項
第
1
号
に
規
定
す

る
地
区
計
画
制
度
の
活
用
を
図

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

ら
、
農
地
等
の
都
市
的
土
地
利

用
へ
の
転
換
を
適
切
に
誘
導
す

る
こ
と
で
、
産
業
拠
点
に
お
け

る
住
機
能
の
一
部
を
担
う
良
好

な
環
境
の
生
活
拠
点
の
形
成
を

図
る
考
え
で
す
。
既
存
住
宅
地

の
環
境
改
善
や
新
た
な
住
宅
地

の
創
出
と
と
も
に
、
買
い
物
等

の
商
業
機
能
の
立
地
が
図
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
内
容
は

今
後
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
元
の
方
に
新
し
い
商
業

集
積
地
に
つ
い
て
提
案
を

し
、
積
極
的
に
議
論
し
て
も
ら

え
る
よ
う
よ
う
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

建
設
産
業
部
長　

至
急
地

域
の
皆
さ
ん
に
検
討
い
た

だ
け
る
よ
う
な
資
料
を
準
備
し
、

話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

答

一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

▲ゆいの杜地区

問答

受
け
入
れ
は
決
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
の
整

40

備
完
了
を
目
標
に
設
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
、
財

政
状
況
や
祖
母
井
中
部
・
北
部

の
市
街
地
整
備
の
進
捗
状
況
に

よ
っ
て
は
、
整
備
完
了
が
遅
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
と
も
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

下
水
道
整
備
を
図
り
、
早
期
の

完
了
を
目
指
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
下

原
新
町
、
祖
母
井
中
部
地

区
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
芳
賀

高
跡
地
住
宅
地
建
設
事
業
、
さ

ら
に
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に

よ
る
工
事
計
画
と
、
膨
大
な
事

業
費
が
か
か
る
。
今
後
、
L
R

T
な
ど
大
き
な
事
業
が
入
る
こ

と
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
事
業

の
遅
れ
や
、
計
画
の
見
直
し
な

ど
が
な
い
か
、
今
後
の
進
捗
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

下
原
地
区
に
つ
い

て
は
、
み
ど
り
ケ
丘
団
地

の
整
備
に
着
手
し
、
同
団
地
の

整
備
完
了
後
、
殿
山
団
地
や
三

日
市
地
区
の
整
備
を
順
次
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成　

年
度
に
は
、
県
畜
産
酪

29

農
研
究
セ
ン
タ
ー
芳
賀
分
場
跡

地
を
含
め
、
赤
坂
地
区
か
ら
北

側
の
一
部
エ
リ
ア
に
つ
い
て
新

た
に
整
備
区
域
と
す
る
た
め
、

事
業
計
画
の
見
直
し
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
な
お
、
建
設
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
食
肉
セ

ン
タ
ー
の
排
水
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
公
共
下
水
道
へ
の

問答 公
共
下
水
道
事
業
の
今
後
の
進
展
、
計
画
に
つ
い
て

問

答
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小
・
中
学
校
入
学
時
の
保
護
者
負
担
軽
減
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
入
学
時
に

机
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
制
服
、

運
動
着
、
自
転
車
な
ど
の
準
備

で
保
護
者
負
担
が
大
変
に
な
っ

て
い
ま
す
。
芳
賀
町
で
も
「
入

学
祝
金
」
を
つ
く
り
費
用
負
担

の
一
部
を
支
給
で
き
な
い
か
。

な
お
、
支
給
す
る
場
合
は
現
金

で
な
く
、
商
工
会
商
品
券
で
交

付
で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長　

子
育
て
に
お
い
て

は
経
済
的
支
援
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

保
護
者
が
負
担
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
で
は
一
時
的
な

支
援
と
い
う
形
で
は
な
く
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
義
務
教

育
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
を
通

し
て
支
援
で
き
る
よ
う
な
施
策

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
は
税
収
の
低
下

を
招
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
も
影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
人
口
減
少
を
制
度
的
に

止
め
よ
う
と
入
学
祝
い
金
や
入

学
記
念
品
制
度
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

町
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
親
会
社

で
は
、
第
3
子
に
2
0
0
万
円

を
支
給
し
て
社
員
確
保
を
し
て

い
ま
す
。
町
の
人
口
減
少
対
策

を
伺
う
。

企
画
課
長　

人
口
減
少
対

策
は
昨
年
よ
り
取
り
組
ん

北條　勲　議員

で
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
で
概

ね
1
億
円
以
上
を
投
資
し
て
い

ま
す
。

A
E
D
は
、
心
肺
停
止
状

態
に
な
っ
た
患
者
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正
常
に
戻

す
機
器
で
す
。
屋
内
に
設
置
し

て
あ
り
、
休
日
や
夜
間
等
は
施

設
が
施
錠
さ
れ
持
ち
出
し
が
で

き
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
学

校
の
出
入
口
に
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
た
の
で
、
A
E
D
を

屋
外
に
移
設
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
町
内
の
駐
在
所
と
コ
ン
ビ

ニ
に
協
力
を
お
願
い
し
て
、
町

の
A
E
D
を
貸
し
出
し
す
れ
ば

救
命
率
の
向
上
に
な
る
の
で
は
。

町
長　

学
校
は
夜
間
不
在

の
た
め
必
要
性
は
低
く
、

盗
難
や
い
た
ず
ら
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
駐
在
所
へ
の
設
置
も

近
隣
に
家
が
何
軒
あ
る
の
か
を

考
慮
す
る
と
、
救
急
車
を
要
請

す
る
ほ
う
が
現
実
的
で
す
。
コ

ン
ビ
ニ
は
利
用
頻
度
が
高
い
の

で
有
効
と
思
い
ま
す
が
、
店
側

で
設
置
す
べ
き
で
あ
り
、
町
と

し
て
貸
与
す
る
必
要
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

町
の
A
E
D
は
リ
ー
ス
か

購
入
か
。
管
理
の
方
法
は
。

ま
た
年
間
講
習
会
の
対
象
者
は
。

健
康
福
祉
課
長　

A
E
D

は
す
べ
て
購
入
で
す
。
管

理
担
当
は
公
共
施
設
を
担
当
し

て
い
る
部
署
で
す
。

　

年
間
の
講
習
は
職
員
を
対
象

に
総
務
課
主
導
で
普
通
救
命
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
長
は
コ
ン
ビ
ニ
側
が
設

置
す
べ
き
と
回
答
し
た
が
、

茨
城
県
牛
久
市
や
愛
知
県
江
南

市
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
・
学
校
・

交
番
に
お
願
い
を
し
、
市
が
A

E
D
を
購
入
し
て
設
置
し
て
い

る
例
が
あ
る
の
で
今
後
検
討
で

き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

町
内
の

コ
ン
ビ
ニ
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
が
A
E

D
を
使
え
な
い
時
の
責
任
追
及

の
心
配
が
あ
り
困
難
と
考
え
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
財

政
状
況
・
消
防
・
関
係
課
と
協

議
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問答

問答

問 答

答

問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

A
E
D
の
屋
外
移
設
に
つ
い
て

問答
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一 般 質 問

小林　一男　議員

財
政
に
つ
い
て

町
で
は
、
今
後
、
L
R
T

整
備
を
初
め
、
大
型
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各
事

業
財
源
を
ど
う
確
保
し
運
営
し

て
い
く
の
か
、
財
政
運
営
の
選

択
と
集
中
を
念
頭
に
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
度
単
年

27

度
の
財
政
力
指
数
は　

と
1.072

な
っ
て
お
り
、
2
年
連
続
で
普

通
交
付
税
の
交
付
を
受
け
な
い

不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
不
交

付
団
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
特

別
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
が
認

め
ら
れ
ず
、
一
部
の
国
・
県
補

助
金
で
減
額
さ
れ
る
な
ど
、
財

政
的
な
制
限
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
普
通
交
付

税
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成　

年
に
地
方
法
人
税
が
創

26

設
さ
れ
法
人
町
民
税
の
税
率
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
不

交
付
団
体
で
あ
る
本
町
は
、
税

率
の
引
き
下
げ
分
が
そ
の
ま
ま

歳
入
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
方
法
人
税
の
拡
充
に

伴
う
法
人
町
民
税
の
税
率
引
き

下
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
減
収
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

法
人
町
民
税
の
税
率
引
き

下
げ
に
よ
る
町
へ
の
影
響

は
。

税
務
課
長　

平
成　

年
度

27

の
法
人
税
は
5
億
4
2
0

0
万
円
が
収
入
と
な
っ
て
い
ま

す
が
平
成　

年
度
に
は
、
3
億

31

6
7
0
0
万
の
収
入
、
約
1
億

7
5
0
0
万
の
減
収
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
償
還
に

1
億
4
千
万
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
9
億
5
千
万
残
っ
て

い
る
。
こ
の
返
済
計
画
は
。

企
画
課
長　

償
還
が
終
わ

る
の
が
平
成　

年
か
ら
平

33

成　

年
ま
で
と
い
う
こ
と
に

36
な
っ
て
い
ま
す
。

町
単
独
補
助
の
再
検
討
も

必
要
と
考
え
る
が
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
支
援
費
、
新

車
購
入
補
助
金
、
非
散
布
型
農

薬
購
入
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
対
策
課
長　

町
で
は

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
自
治
体
の
動
向
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
補
助
の
縮
小
を
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
観
光
課
長　

年
間
1
2

0
台
の
予
算
化
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
申
請
台
数
は
年
々
減
少

傾
向
の
た
め
、
補
助
制
度
は
縮

小
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
政
課
長　

非
散
布
型
の
農
薬

購
入
補
助
金
に
つ
い
て
は
年
々

希
望
者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

町
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
と
農
業
者
の
所
得
向
上
を
目

的
と
し
た
施
策
に
シ
フ
ト
し
、

こ
の
予
算
額
も
見
直
す
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

L
R
T
の
財
源
は
。

町
長　

国
庫
助
成
金
で
あ

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

起
債
と
一
般
財
源
に
よ
り
対
応

し
ま
す
。

芳
賀
高
跡
地
の
住
宅
整
備

計
画
に
つ
い
て

町
長　

既
に
校
舎
等
の
解

体
工
事
は
完
了
し
、
開
発

許
可
申
請
の
事
前
協
議
中
で
す
。

本
年
度
に
開
発
許
可
を
受
け
、

調
整
池
工
事
か
ら
着
手
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
事
業
は
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
で
実
施
し
、

他
の
事
業
に
影
響
が
な
い
よ
う

な
資
金
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

宅
地
が
完
売
し
た
と
仮
定

し
て
の
収
支
は

建
設
産
業
部
長　

隣
接
道

路
と
集
会
施
設
の
関
連
工

事
を
含
め
、
歳
出
合
計
が
9
億

7
6
0
0
万
円
、
う
ち
既
に
実

施
し
た
解
体
処
分
の
工
事
が
2

億
1
2
0
0
万
円
で
、
今
後
7

億
6
4
0
0
万
円
の
事
業
費
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
、
歳
入
は
国
庫
補
助
金
が
約

2
2
0
0
万
円
、
残
り
が
分
譲

地
の
販
売
収
入
で
8
億
7
8
0

0
万
円
、
合
計
で
約
9
億
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
歳
入
と
歳
出

の
比
較
で
は
、
約
7
6
0
0
万

円
の
歳
出
オ
ー
バ
ー
と
い
う
試

算
で
す
。

問答

問答

問答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

問答

問答問答

問答



No.160 議会だよりはが　8

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

岩村　治雄　議員

一 般 質 問

い
ま
す
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
担
当

職
員
が
現
地
に
赴
き
現
状
等
を

確
認
、
台
帳
と
し
て
整
理
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

戸
の
う
ち　

戸
は
管
理

144

80

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
管
理
が
不
十
分
な
残
り

　

戸
の
現
況
と
そ
の
理
由
に
つ

64い
て
伺
う
。

建
設
産
業
部
長　

管
理
不

十
分
は
、
遠
方
の
方
で
、

ひ
ん
ぱ
ん
に
管
理
に
来
ら
れ
な

い
と
い
う
理
由
が
多
く
、
多
少

草
や
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

空
き
家
に
つ
い
て
の
現
状

把
握
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
度
に
自

25

治
会
の
協
力
の
も
と
実
態

調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
世
帯
の
約　

％
に
当
た
る　

2.8

146

戸
を
空
き
家
と
し
て
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
新

た
に　

戸
程
度
を
確
認
し
ま
し

30

た
が
、
売
却
や
解
体
等
で
空
き

家
で
は
な
く
な
っ
た
物
件
、
ま

た
空
き
家
バ
ン
ク
の
2
件
を
含

め
、　

年
度
末
時
点
で
空
き
家

27

は　

戸
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ

144
の
う
ち
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
家
屋
は　

戸
程
度
と
な
っ
て

80

は
敷
地
内
の
樹
木
や
草
の
管
理

の
不
全
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に
対
し

て
適
性
管
理
を
促
す
通
知
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
樹

木
伐
採
や
草
刈
等
を
し
て
い
た

だ
き
、
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
部
で
不
十
分
な
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
遠
方
の
方
や
高
齢

の
方
も
お
り
、
管
理
が
困
難
な

場
合
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
空
き
家
を
管
理
で
き
な

い
所
有
者
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
の

委
託
希
望
に
つ
い
て
も
意
向
を

確
認
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

施
行
に
伴
う
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
5
月
に

27

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
全
面
施
行

さ
れ
た
こ
と
で
、
町
内
に
あ
る

管
理
不
全
な
空
き
家
の
所
有
者

に
対
し
て
、
空
き
家
を
適
正
管

理
す
る
よ
う
指
導
、
勧
告
、
措

置
命
令
な
ど
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
適

切
な
方
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

伺
う
。税

務
課
長　

空
き
家
で
も

税
金
が
免
除
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
屋
は
、
評

価
額
の　

％
は
残
存
価
格
と
し

20

て
残
り
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が

あ
り
、
通
常
よ
り
安
く
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。

消
防
防
災
と
い
う
観
点
か

ら
、
空
き
家
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

こ
の
空

き
家
が
治
安
や
防
災
上
、

今
後
問
題
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
の

持
っ
て
い
る
情
報
を
芳
賀
分
署
、

消
防
団
、
駐
在
所
等
に
提
供
し

な
が
ら
、
定
期
的
な
巡
回
や
、

消
防
団
で
あ
れ
ば
定
期
的
な
訓

練
時
に
地
元
の
空
き
家
を
回
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係
機
関
、

団
体
と
連
携
し
現
状
確
認
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
か
ら
の
苦
情
等
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
度
は
9

27

件
の
苦
情
が
あ
り
、
内
容

き
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
制
定

で
は
な
く
、
同
法
の
施
行
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
規

則
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

こ
の
法
律
の
中
で
特
定
空

き
家
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
産
業
部
長　

特
定
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
倒
壊

等
著
し
く
保
安
上
危
険
な
状
態

の
も
の
、
衛
生
上
有
害
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
の
も
の
、

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る

状
態
に
あ
る
も
の
と
い
う
定
義

が
あ
り
ま
す
。「
特
定
空
き
家
」

に
町
が
判
定
す
る
と
、
指
導
、

勧
告
、
最
終
的
に
は
代
執
行
ま

で
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問

答

問答問答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

答

問

問答

問答

問答
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

佐々木 厳  雄 さん
いつ お

（上延生）

にみ並町いる明とっも
　私が芳賀町で暮らし始めてから早いもので一年が経ちました。自然豊かで静かな生活

はとても快適で、憧れていたのどかな暮らしを満喫しています。

　そんな中、唯一気になっていることがあります。それは、夜になると役場近辺以外が

あまりに暗いということです。我が家の周辺もほとんど街灯が無いため、越してきた当

初は家への横道を見失うことも少なからずありました。また、防犯の意味でも、街灯の

設置は効果があると思います。

　今はまだ我が家に子供はいませんが、部活動等で帰りが遅くなるお子様のいる家庭で

は同様のことを考えたことがあるのではないでしょうか。予算のかかることでもありま

すので、すぐには難しいかもしれませんが、ぜひ、ご一考いただければ幸いです。

沼能　 良  法 さん
よし のり

（下高根沢）

へちまな全安い良りよ
　私は生まれも育ちも芳賀町です。そして、この町に家を建て、住みだして早10年の年
月が経ちました。この町は人情味に溢れ、とても住みやすい街だと感じています。です
が、近年さまざまな犯罪が増えています。芳賀町も例外ではなく、安全な町だとは言え
ないと思いました。
　現在私は、二人の子を持つ父親ですが、通学路において、街灯が少なく暗い場所が多
いと感じています。夕方、部活帰りの中学生が自転車で帰宅する姿をよく目にします。
自転車のライトだけでは灯りが乏しく、森や林などが多い所では、死角になっている場
所があり、安全の確保が難しく犯罪が起こりやすい環境下にあると思います。街灯など
の設備投資も必要ではないかと感じます。
　子どもたちが安心・安全に登下校でき、親も安心して子育てできるまちづくりを目指
して欲しいと思います。

水沼　隆行さん
（東高橋）

！集募員団
　東高橋消防団部長の水沼です。この場をお借りして団員の募集をさせて頂きます。

　近年新入団員の獲得が困難になりつつあります。単純に若い人が少ないこともありま

すが、退団する際に代わりの団員を探すなどの数々の慣例があるからだと思います。入

団したは良いがいつ何時辞められるかわからない空気があるのは確かですし、「消防団」

イコール「キツい、危険」などの悪いイメージも相まって、入っても良いと思う方が少

ないのではないでしょうか？

　確かに数々の慣例や悪いイメージはあるかもしれませんが、火事や災害等から自分の

住む地域を自分で守ることができる充実感は、消防団に入らないと分かりません。皆さ

ん、東高橋に限らず、消防団に入って一緒に活動してみませんか？
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増渕議長に感謝状議会日誌
５月
　９日・芳賀地区広域行政事務組合議会臨時会
　１６日・町老人クラブ連合会総会
　１７日・町女性団体連絡協議会総会
　　　・町建設業協会・建災防芳賀町分会通常総会
　１８日・町政懇談会
　　　・芳賀町工業団地連絡協議会定期総会
　２０日・例月出納検査
　　　・町観光協会通常総会
　２４日・町商工会通常総会
　２５日・小学校陸上記録会
　２６日・議会運営委員会
　　　・議員全員協議会
　　　・教育民生常任委員会
　　　・町自治会連合会総会
　　　・町社会福祉協議会ボランティアセンター設立総会
　　　・都市計画審議会
　　　・県町村議会議長会正副会長会議
　２７日・真岡線愛護会総会・SL運行協議会総会
　　　・真岡地区防犯協会総会・暴力団追放対策協議会総会
　２８日・地域公民館長連絡協議会総会
　３０日～３１日・全国町村議会議長・副議長研修会

６月
　１日～２日・全国町村議会議長会都道府県会長会議
　３日・真岡法人会芳賀支部通常総会
　６日・第２回芳賀町議会定例会（～９日）
　　　・総務・産業建設常任委員会
　８日・議会広報常任委員会
　９日・議会運営委員会
　　　・議員全員協議会
　１０日・芳賀郡市町議会議長会定例会
　１２日・町消防団夏季点検及びポンプ車操法競技会
　１６日・町シルバー人材センター定時総会
　１７日・町PTA協議会総会
　１８日・とちぎ元気フォーラムin芳賀
　２０日・芳賀地区広域行政事務組合議会臨時会
　　　・芳賀赤十字病院運営懇話会
　２１日・例月出納検査
　　　・農業公社評議員会
　２４日・（仮称）主要地方道宇都宮・向田線整備促進期成同盟会設立総会
　　　・県町村議会議長会議・研修会
　２７日・鬼怒川新橋整備促進期成同盟会監査
　２９日～３０日・関東町村議会議長会会長会議

７月
　３日・県消防協会芳賀支部消防操法大会
　１１日・主要地方道宇都宮茂木線建設期成同盟会総会
　１８日・而今荘開設３０周年記念地域交流納涼盆踊り大会
　１９日・国道１２３号線改修促進同盟会総会
　２０日・例月出納検査
　２１日・議員全員協議会
　　　・芳賀北部広域行政推進協議会
　　　・芳賀地区広域行政事務組合最終処分場見学会
　２８日・産業建設常任委員会

編
集
室

　

平
成　

年
度
第
2
回
6
月
定
例
会

28

が
開
催
さ
れ
、町
執
行
部
か
ら
提
出

さ
れ
た
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

28

予
算
な
ど
9
議
案
を
原
案
可
決
し
ま

し
た
。ま
た
、町
監
査
委
員
に
東
水
沼

在
住
の
樋
田
貞
夫
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。町
執
行
部
で
は
、本
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
第
6
次
芳
賀
町
振
興
計

画
で
は
、躍
動
す
る
芳
賀
町
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め「
便
利
を
つ
な

げ
る
」「
教
育
を
つ
な
げ
る
」「
話
題
を

つ
な
げ
る
」「
笑
顔
を
つ
な
げ
る
」「
地

域
を
つ
な
げ
る
」の
5
つ
の
手
段
で

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」の
作
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員　

岡
田
年
弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

大
根
田
周
平

　

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

　

委　
　

員　

岡
田　

年
弘

　

委　
　

員　

増
渕
さ
つ
き

　

委　
　

員　

杉
田
貞
一
郎

謹
告

芳
賀
町
議
会
議
員
は
、
公
職

選
挙
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
初
盆
の

ご
挨
拶
は
自
粛
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成28年7月1日、全

国町村議会議長会から

増渕さつき議長に感謝

状が贈られました。

　増渕議長は平成27

年7月1日から1年間、

栃木県町村議会議長会

会長として活動し、県

内外において議長会の

使命達成のため尽力さ

れました。


